
まえがき＝純チタンは軽量性，耐食性および成形性など
に優れるとともに，高級感や意匠性にも富むことから，
大排気量2輪車マフラーへの適用が定着しつつある1)。
一方，4輪車においては，マフラーが車体下部に隠れて
見えないことから，高級感や意匠性がアピールされ難い
ことに加えて，排ガス温度が2輪車よりも高く，耐高温
酸化性と高温強度などの問題で，純チタンの使用はオプ
ションマフラーなどの限定的適用にとどまっている。こ
のような状況において，当社では純チタンの成形性を大
きく損なうことなく，耐高温酸化性と高温強度を改善し
たTi-1.5Alを開発した2)，3)。本合金は，エンジン形式や触
媒搭載などの理由により，排気ガス温度が従来よりも高



No.4，5はコールドクルーシブル誘導溶解炉にて溶製し
た約20kgの小型鋳塊から作製した厚さ3.5mmの熱延板
である。No.6は消耗電極式真空アーク溶解炉にて作製
した約600kgの鋳塊から，熱間鍛造，熱延および冷延を
経て作製した厚さ1mmおよび1.2mmの板である。



方，伸びは Si 添加により低下する。図1にはTi-1.5Al合
金の0.2％耐力，引張強さおよび伸びの ASTM規格値を
記載している。最も高強度かつ低伸びとなる Ti-0.5Al-
0.6Si合金でも0.2％耐力はTi-1.5Al合金の規格値の範囲







存のマフラー材であるTi-1.5Al合金の代表値とJIS 2種純
チタンの引張特性規格値も記している。開発材の 0.2％
耐力，引張強さ，全伸び，ヤング率およびエリクセン値
は Ti-1.5Al合金のものとおおむね同等であり，また引張
特性は JIS 2種純チタンの規格範囲にある。したがって，
開発材はマフラー材に適用できうる常温引張特性および
成形性を有していると見なせる。
　図8


